
新宿区協働推進基金助成事業のご案内 2021-2022

紹介事業
区民等からの寄附金を「協働推進
基金」に積立て、非営利団体によ
る社会貢献活動へ助成していま
す。本冊子で紹介している事業
は、この制度を活用しています。

新宿区協働推進基金
助成金制度って？01  多文化共生型災害に強い地域づくり

02  外国人をはじめとした高校未就学者支援事業
03  在日外国人向け「介護の日本語」教室

冊子の表紙には、矢部太郎さんのイラストが入りますが、
web版では掲載をしておりません



NPOって
何？
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NPO法人は
何人から作れるの？

活動や労働の対価として給
与や役員報酬をもらうこと
ができます。

NPOのメンバーは、
報酬をもらっては
いけないの？

おめでとうございます！
これであなたもNPOの達人。
ぜひNPOの応援団になってく
ださい。NPO法人を立上げ
てみたい人はP10、寄附をし
たい人はP12をご覧ください。

NPO法人はどんな
活動をしているの？

福祉、教育、文化、まちづ
くり、環境、国際協力など、
特定非営利活動に指定され
ている20分野のうちのいず
れかを行っています。

NPOは利益を出し
てはいけないの？

利益を出してもかまいませ
んが利益を分配してはいけ
ない、つまり、株式会社は
利益を株主に配当すること
がありますが、NPOはこの
配当を行ってはいけません。

NPO法人の
収入は？

認証ＮＰＯ法人の平均
総収入額は2199万円。
認定ＮＰＯ法人等の平
均総収入額は9600万
円です。

【中級編】

【上級編】

NPO法人の
収入の内訳は？

認証法人では「事業収入」が
83.1％と大部分を占めていま
す。 一方、 認定NPO法人等
では「事業収入」が37.9％と最
大ではあるものの、 「寄附金」
32.2%、 「 補 助金・助成 金 」
26.1％も一定の割合を占めて
います。 （令和2年度内閣府調べ）

（令和2年度内閣府調べ）

10人以上の社員（正会員な
ど総会で議決権を有する
者）が必要です。また、役
員として理事3人以上、監
事１人以上が必要です。

【入門編】

NPOって何の略？　何をやっているの？
ボランティアなの？

わかっているようで知らないNPOの
“いまさら聞けない”ギモンにお答えします！

NPOって何の略？

Non Profit Organization
＝非営利団体のことです。

NPOって何のこと？

内閣府では「様々な社会貢献
活動を行い、団体の構成員に
対し収益を分配することを目
的としない団体の総称」と定
義しています。

日本にはNPOは
どのくらいあるの？

全国に約5万のNPO法人が
あり、これはコンビニエンス
ストアとほぼ同じ数字です。

NPOとNPO法人の
違いって何？

注： 所轄庁＝主たる事務所の所在する都
道府県若しくは政令指定都市。

NPOのうち、特定非営利活
動促進法に基づき法人格を取
得した法人をNPO法人とい
います。NPO法人を設立する
ためには、法律に定められた
書類を添付した申請書を、所
轄庁（注）に提出し設立の認証を
受けることが必要です。

認定NPO法人
って何？

NPO法人のうち、一定の基準
を満たし所轄庁の認定を受け
た法人は認定NPO法人となり
ます。認定NPO法人になると、
税制上の優遇措置を受けるこ
とができます。

法人化する
メリットは？

銀行口座を開設でき、法人名
で契約などが行えることで、
仕事の幅が広がる、社会的信
用が高まるというメリットが
あります。一方、毎年会計や
事業報告を所轄庁に提出し一
般公開する義務が生じます。

【
初
級
編
】

いまさら
聞けない！
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地域の人と外国人が
お互いに助け合っていける
地域づくりが夢です

災
害
弱
者
に
な
り
や
す
い

外
国
人
を
助
け
た
い

「
様
々
な
災
害
支
援
を
行
っ
て

き
て
、
行
政
が
把
握
で
き
て
い
な

い
、
数
多
く
の“
災
害
弱
者
”の
存

在
を
知
り
ま
し
た
。
自
分
か
ら
助

け
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ず
取
り

残
さ
れ
る
人
た
ち
を
救
う
た
め
に

何
か
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
」。

CW
S Japan

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
牧

由
希
子
さ
ん
は
、
事
業
の
き
っ
か

け
を
こ
う
語
り
ま
す
。
中
で
も
、

外
国
人
に
焦
点
を
あ
て
、
新
宿
区

で
最
も
外
国
人
が
多
い
大
久
保
地

域
（
区
民
人
口
の
26.

３
％
）
を
中

心
に
、
活
動
を
行
う
計
画
で
す
。

活
動
の
柱
は
２
つ
。
１
つ
は
地

域
住
民（
日
本
人
と
外
国
人
）に
よ

る
、「
多
文
化
共
生
×
防
災
ま
ち

歩
き
バ
ー
チ
ャ
ル
ツ
ア
ー
」。
大

久
保
地
域
を
歩
い
て
み
る
こ
と

で
、災
害
リ
ス
ク
の
点
検
と
把
握
、

避
難
所
な
ど
の
確
認
を
目
的
に
し

て
い
ま
す
。
一
時
帰
宅
困
難
者
の

対
策
も
行
い
ま
す
。

も
う
一
つ
は
地
域
防
災
の
啓
発

を
目
的
と
し
た
、
説
明
会
や
勉
強

っ
て
い
る
か
な
ど
、
取
材
し
て
い

る
そ
う
で
す
。こ
う
し
た
活
動
は
、

「
い
ざ
と
い
う
時
に
、
ど
こ
に
行

け
ば
情
報
が
得
ら
れ
る
か
、
だ
れ

が
助
け
て
く
れ
る
か
、
逆
に
、
ど

こ
に
助
け
が
必
要
な
人
が
い
る

か
、
互
い
に
知
り
合
う
き
っ
か
け

に
な
る
」と
牧
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

活
動
を
通
し
て
見
え
て
き
た
課

題
も
。「
新
宿
区
は
、
防
災
に
関

す
る
案
内
の
多
言
語
対
応
が
進
ん

で
い
ま
す
が
、
外
国
人
に
は
情
報

が
届
い
て
い
な
い
の
で
す
」。
こ
の

現
状
を
な
ん
と
か
し
た
い
と
、
牧

さ
ん
は
、
外
国
人
が
集
ま
る
教
会

な
ど
の
宗
教
施
設
や
日
本
語
学
校

等
に
出
向
き
、
も
う
一
つ
の
活
動

の
柱
で
あ
る
防
災
説
明
会
・
勉
強

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
ほ
と
ん
ど

の
外
国
人
は
備
え
を
し
て
い
な
い

し
、
災
害
の
怖
さ
を
知
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
は
、
防
災
に
つ
い
て
の
意
識

を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
か
ら
進
め

る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」

本
当
の

多
文
化
共
生
社
会
を

目
指
し
て

「
多
言
語
対
応
は
、
情

報
伝
達
の
目
的
は
果
た

せ
る
が
そ
れ
だ
け
で
は
災

害
弱
者
を
救
え
な
い
。
日

ご
ろ
か
ら
顔
の
見
え
る

会
の
開
催
で
す
。
外
国
人
と
地
域

の
住
民
が
自
助
・
共
助
を
進
め
る

う
え
で
必
要
な
情
報
を
得
て
、
連

帯
感
を
育
む
こ
と
が
目
的
で
す
。

「
新
宿
区
は
外
国
人
が
都
内
で

最
も
多
く
生
活
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
地
域
と
交
流
が
な
く
孤
立

し
が
ち
で
、
災
害
時
に
避
難
場
所

が
わ
か
ら
な
い
な
ど
、
災
害
弱
者

に
な
り
や
す
い
。
私
た
ち
は
防
災

と
い
う
視
点
で
日
本
人
と
外
国
人

の
地
域
交
流
の
き
っ
か
け
づ
く
り

を
し
た
い
の
で
す
」と
牧
さ
ん
。

大
学
生
を
巻
き
込
み

バ
ー
チ
ャ
ル
ツ
ア
ー

「
バ
ー
チ
ャ
ル
ツ
ア
ー
」
に
は
、

早
稲
田
大
学
な
ど
の
大
学
生
や
留

学
生
が
手
を
挙
げ
、
企
画
段
階
か

ら
参
画
し
て
い
る
と
の
こ
と
。「
コ

ロ
ナ
禍
で
リ
ア
ル
開
催
が
難
し
い

た
め
、
動
画
配
信
を
予
定
し
て
お

り
、
学
生
か
ら
の
ア
イ
デ
ア
も
含

め
て
検
討
中
で
す
」
と
牧
さ
ん
。

外
国
人
が
多
く
集
ま
る
飲
食
店
や

宗
教
施
設
な
ど
で
、
外
国
人
に
ど

の
よ
う
な
支
援
が
必
要
か
、
備
え

は
し
て
い
る
か
、
避
難
場
所
は
知

関
係
を
作
り
、
有
事
の
際
に
も

助
け
合
え
る
社
会
。
そ
れ
が
本

当
の
多
文
化
共
生
で
す
。
ま
だ

ま
だ
道
は
遠
い
。
今
回
の
助
成

事
業
が
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
」

少
し
ず
つ
で
す
が
希
望
の
光

も
。「
地
元
の
商
店
街
を
歩
い
て
、

営
業
時
間
中
に
地
震
が
来
た
ら
ど

う
す
る
の
？
近
所
の
人
と
交
流
は

あ
る
？
と
質
問
す
る
こ
と
で
﹃
顔

の
見
え
る
関
係
を
作
ら
な
け
れ

ば
﹄
と
気
づ
い
て
く
れ
る
。
か
か

わ
っ
た
人
だ
け
で
も
変
わ
っ
て
く

れ
れ
ば
広
が
っ
て
い
く
と
期
待
し

て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
活
動
は
ま

だ
ま
だ
終
わ
り
ま
せ
ん
」

そ
う
語
る
牧
さ
ん
の
瞳
は
多
文

化
共
生
社
会
へ
の
パ
ッ
シ
ョ
ン
に

あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

（
２
０
２
１
年
11
月
取
材
）

右）バーチャルツアー
でネパールレストラン
を訪問。
左上）新大久保で開催
された防災街歩きツ
アー。
左下）大久保地域の宗
教施設を訪問し、防災
意識について取材。

CWS Japanディレクターの牧由希子さん。災害弱者を助けたいという強い熱意から本事業をスタートした。

多文化共生×防災
地域交流で災害弱者をなくしたい

（特非） CWS Japan
地域の人々が自ら持つ社会資源を育み、
外部の知見や資源を効果的に使うこと
で、災害時に支援の手が届かず取り残さ
れる人々のいない社会の実現を目指すと
ともに、宗教、人種、国籍などにかかわ
らず、全ての人の人権が尊重され、平和
で安全に暮らすことができる社会の実現
のため活動するNPO法人

〒169-0051  新宿区西早稲田2-3-18
　　　　　 日本キリスト教会館25号室

 03（6457）6840   public@cwsjapan.jp
 https://www.cwsjapan.org/

多
文
化
共
生
を
掲
げ
て
出
張
防
災
勉
強

会
な
ど
自
ら
開
催
し
情
熱
を
燃
や
す
牧

さ
ん
、
応
援
し
て
い
ま
す
！（
Ｎ
．Ｋ
）

取
材
を
終
え
て

✿今年度の活動予定

CW
S Japan

は
災
害
時
の
復
興
支
援
活
動
や
災
害
が
起
こ
る
前
か
ら

災
害
リ
ス
ク
に
対
し
て
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
活
動
に
よ
っ
て
、
人
間

の
尊
厳
を
守
る
社
会
づ
く
り
を
目
指
す
Ｎ
Ｐ
Ｏ
。
今
回
の
助
成
事
業

で「
多
文
化
共
生
型
災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
」が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

外国人が集まる日本語教室に出向いて勉強会をし、防災の啓発活動。

‖令和３年度の助成事業‖多文化共生型災害に強い地域づくり
‖団体名‖特定非営利活動法人 CWS Japan‖助成額‖500,000円

【紹介事業】 01

多文化共生×防災
まち歩きバーチャルツアー 防災説明会・勉強会

内容
大久保地域の防災のための社会
資源探しを目的としたバーチャ
ルツアーを動画配信

防災に関する啓発を目的とした
勉強会を開催

日程 リアルまち歩きは 1 回
その後オンライン配信

月２回程度

開催
場所 大久保地域

教会などの宗教施設や
日本語学校等
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学
業
を
断
念
す
る

外
国
人
を
救
い
た
い

新
宿
区
に
居
住
す
る
外
国
人

は
、
約
3
万
４
千
人
。
実
に
区
内

人
口
の
10
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

高
卒
支
援
会
理
事
長
の
竹
村
聡
志

さ
ん
は
、
外
国
人
の
高
校
中
退
率

が
９.

61
％
と
、
日
本
人
高
校
生

の
7
倍
に
の
ぼ
る
こ
と
に
着
目
。

「
日
本
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
ネ
ッ
ク
と
な
り
、
不
本
意

な
が
ら
学
業
を
あ
き
ら
め
る
外
国

人
は
、
新
宿
区
な
ら
な
お
の
こ
と

多
い
は
ず
」
と
考
え
、
彼
ら
の
居

場
所
を
つ
く
り
、
就
学
や
進
学
を

支
援
で
き
る
よ
う
、
今
回
の
事
業

を
提
案
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
で
は
、
98.

8
％
の
生
徒

が
高
校
に
進
学
し
て
い
ま
す
。
就

労
に
際
し
て
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

の
求
人
数
は
高
校
新
卒
者
は
約

35
万
人
に
対
し
、
中
学
新
卒
者
は

７
２
５
人
し
か
あ
り
ま
せ
ん
（
令

和
3
年
7
月
末
時
点
、
厚
労
省
調

べ
）。

「
外
国
人
で
あ
っ
て
も
、
日
本

で
働
い
て
生
計
を
立
て
る
の
で
あ

き
な
い
こ
と
が
あ
る
た
め
、
学
校

生
活
に
不
可
欠
な
日
本
語
能
力
の

向
上
支
援
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

高
卒
支
援
会
に
は
、
定
時
制
高

校
や
通
信
制
高
校
、
フ
リ
ー
ス
ク

ー
ル
に
通
う
日
本
人
生
徒
も
通
っ

て
い
ま
す
。「
外
国
人
生
徒
も
校

舎
に
来
て
も
ら
う
こ
と
で
、
日
本

人
生
徒
と
の
交
流
機
会
が
で
き
ま

す
。
そ
れ
が
多
文
化
共
生
に
も
つ

な
が
れ
ば
」
と
竹
村
さ
ん
は
期
待

し
て
い
ま
す
。

大
事
な
の
は
、
言
葉
に
よ
る

意
思
疎
通
と
熱
意

生
徒
を
支
援
す
る
に
あ
た
っ
て

壁
と
な
る
の
は「
言
葉
」。

「
彼
ら
は
、
日
本
語
を
聞
い
て

理
解
は
で
き
て
も
、
自
分
の
意
思

を
日
本
語
で
説
明
す
る
の
が
難
し

い
た
め
、
当
会
で
は
英
語
・
韓
国

語
が
堪
能
な
ス
タ
ッ
フ
を
置
く
ほ

か
、
筆
談
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

翻
訳
機
能
を
活
用
す
る
な
ど
し

て
、
言
葉
の
壁
を
乗
り
越
え
る
努

力
を
し
て
い
ま
す
」

コ
ロ
ナ
禍
で
隠
れ
て
し
ま
っ
た

ニ
ー
ズ
を
掘
り
起
こ
す

こ
の
10
月
に
文
部
科
学
省
は
、

令
和
2
年
度
の
小
中
高
生
の
不
登

校
が
約
23
万
9
千
人
と
発
表
。

竹
村
さ
ん
は
、「
授
業
が
オ
ン

れ
ば
、
高
卒
資
格
は
あ
っ
た
ほ
う

が
い
い
。
高
卒
支
援
会
が
、
今
ま

で
日
本
人
の
不
登
校
や
引
き
こ
も

り
の
子
ど
も
た
ち
を
支
援
し
て
き

た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、
外
国
人
の
生
徒

の
高
校
就
学
に
活
か
せ
る
と
思
い

ま
し
た
」と
竹
村
さ
ん
。
そ
れ
は
、

多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
に
も
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

進
路
や
学
習
相
談
で

外
国
人
を
支
援

事
業
の
柱
は
、
進
路
相
談
会
と

学
習
サ
ポ
ー
ト
の
2
つ
。

進
路
相
談
会
で
は
、
進
路
に
関

す
る
悩
み
や
学
校
生
活
の
悩
み
を

聞
き
、
都
立
高
校
へ
の
転
入
・
編

入
試
験
の
対
策
や
、
高
校
中
退
者

の
受
け
入
れ
態
勢
が
整
っ
て
い
る

高
校
の
情
報
提
供
、
学
校
生
活
に

溶
け
込
む
コ
ツ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
角
度
か
ら
生
徒
を
支
援
。

学
習
サ
ポ
ー
ト
で
は
、
日
々
の

学
習
で
困
っ
て
い
る
こ
と
を
丁
寧
に

指
導
し
、
高
校
就
学
レ
ベ
ル
の
学

力
を
つ
け
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
日

本
語
で
出
さ
れ
る
試
験
問
題
の
意

味
が
わ
か
ら
ず
十
分
な
解
答
が
で

ラ
イ
ン
化
さ
れ
、
不
登
校
や
引
き

こ
も
り
な
ど
の
課
題
が
表
面
化
し

づ
ら
く
な
っ
た
。
今
後
も
増
え
る

の
で
は
」
と
危
惧
し
て
い
ま
す
。

「
困
っ
て
い
る
方
に
、
相
談
で
き

る
先
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら

い
た
い
」
と
、
今
後
は
周
知
活
動

に
力
を
入
れ
て
い
く
考
え
で
す
。

と
く
に
、
外
国
人
の
生
徒
に
は
情

報
が
届
き
に
く
い
の
が
悩
み
。「
新

宿
区
内
の
学
校
を
回
っ
て
周
知
を

図
る
な
ど
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
で
隠

れ
て
い
る
ニ
ー
ズ
を
掘
り
起
こ

し
、
助
成
金
を
有
効
に
使
わ
せ
て

頂
き
た
い
」
と
竹
村
さ
ん
。
そ
の

想
い
が
多
く
の
困
っ
て
い
る
人
に

伝
わ
る
こ
と
を
願
い
た
い
で
す
。

（
２
０
２
１
年
11
月
取
材
）

高
卒
支
援
会
は
、
不
登
校
・
高
校
中
退
・
引
き
こ
も
り
の
子
ど
も
た

ち
を
救
済
す
る
た
め
に
２
０
１
０
年
に
設
立
し
ま
し
た
。
今
回
の
助
成

事
業
で
は
外
国
籍
の
高
校
中
退
者
な
ど
を
対
象
に
、
高
校
就
学
支
援
・

進
路
相
談
を
行
い
、
多
文
化
共
生
社
会
の
促
進
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

自らも大学中退後、教員免許取得のため、大学に再度チャレンジした経験がある竹村さん。
「若いうちは何度でもチャンスがある。あきらめずに再チャレンジして」とエールを送る。

上）進路相談会では、英
語や韓国語ができるス
タッフもおき、丁寧に個
別相談を行っている。
下・左）塾やフリースクー
ルのノウハウを活かし
て、学校に行けない、学
習についていけない生徒
たちに寄り添う。

コロナ前の様子

（特非） 高卒支援会
教育現場の課題である「不登校」及び「高
校中退」というテーマに正面から向き合
い、受験指導、進学・転学相談を行うと
ともに、子どもたちが規則正しい生活を
し、自信を持って社会に貢献する未来を
実現できるよう支援するNPO法人

〒160-0023  新宿区西新宿7-18-13
　　　　　 ハイム大成ビル305

 03（5937）0513　  info@kousotsu.jp
 https://kousotsu.jp/

普
段
は
あ
ま
り
接
す
る
こ
と
が
な
い
業

界
の
お
話
で
し
た
の
で
、
伺
う
こ
と
全

て
が
驚
き
で
し
た
。
大
変
な
お
仕
事
で

は
あ
り
ま
す
が
、
今
回
の
サ
ポ
ー
ト
な

ど
も
糧
に
今
後
も
が
ん
ば
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。（
Ｎ
．Ｔ
）

取
材
を
終
え
て

卒業後も生徒達との
関係が続いていくのが
嬉しいですね

✿今年度の活動予定

‖令和３年度の助成事業‖外国人をはじめとした高校未就学者支援事業
‖団体名‖特定非営利活動法人 高卒支援会‖助成額‖317,000円

【紹介事業】 02

不登校児童支援のノウハウを生かし
外国人の高校未就学者をサポート

新宿区内の一等地にある高層ビル内にある
教室で学習指導。卒業後、ボランティアス
タッフとして参加してくれる生徒も多い。

進路相談会 学習サポート（就学支援）

内容 進路相談、学校生活の悩み相談等
高校就学レベルの学力、日本語能
力を身につけるための支援

日程 毎月第４金曜日

開催場所 LEC東京リーガルマインド新宿エルタワー本校内18階
（オンラインも併用）
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日本で介護職に携わる外国人の
不安解消・コミュニケーションの
向上を目指して

日
本
社
会
が
経
験
し
た

高
齢
化
の
現
状
か
ら
学
ぶ

「
日
本
の
介
護
は〝
高
齢
者
の
お

世
話
を
す
る
〞
の
で
は
な
く
、
自

立
を
促
す〝
自
立
支
援
型
〞。今
後
、

日
本
と
同
様
、
超
高
齢
化
社
会
を

迎
え
る
中
国
も
大
い
に
学
ぶ
こ
と

が
あ
る
」と
謝
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

早
稲
田
大
学
大
学
院
で
日
本
の

高
齢
化
社
会
を
研
究
し
た
中
国
出

身
の
謝
さ
ん
は
、日
本
式
介
護
を
、

自
国
中
国
に
広
め
る
た
め
、
Ｇ
Ｈ

Ｈ
を
設
立
し
ま
し
た
。

「
Ｇ
Ｈ
Ｈ
は
、
介
護
を
中
心
に

ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野
の
国
際
間
の
情

報
・
人
材
・
チ
ャ
ン
ス
が
車
輪
の

ハ
ブ
の
よ
う
に
集
ま
る
基
地
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
介
護
人

材
の
育
成
は
、
重
要
と
考
え
て
い

ま
す
」
と
謝
さ
ん
。
昨
年
は
文
部

科
学
省
の
助
成
を
受
け
、「
介
護

ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野
の
産
学
連
携
に

よ
る
留
学
生
受
け
入
れ
支
援
事

業
」を
行
い
ま
し
た
。
中
国
の
学
生

に
、
日
本
で
介
護
を
学
ぶ
機
会
を

作
り
、
卒
業
後
は
介
護
分
野
で
の

就
労
を
支
援
す
る
、
い
わ
ば
入
口

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

11
月
４
日
に
第
一
回
が
開
催
さ

れ
、
10
代
〜
40
代
ま
で
の
16
名
が

参
加
。
参
加
者
か
ら
は
、「
高
齢

者
の
気
持
ち
を
ゆ
っ
く
り
聞
く
こ

と
が
大
切
だ
と
わ
か
っ
た
」「
無
料

で
介
護
の
専
門
用
語
を
勉
強
で
き

て
嬉
し
い
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り

ま
し
た
。

介
護
職
を
目
指
す
人
の
疑
問
、

不
安
を
解
消
す
る
場
と
し
て
人
材

交
流
会
も
行
い
ま
す
。

日
本
人
介
護
職
員
、
既
に
介
護

職
に
就
い
て
い
る
外
国
人
、
介
護

職
を
目
指
す
相
談
者
の
三
名
が
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
介
護
現
場
に

つ
い
て
語
り
合
い
ま
す
。
謝
さ
ん

は
、「
来
日
当
初
、
相
談
相
手
が

い
な
く
て
、
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
な

っ
た
」
と
い
う
経
験
が
あ
り
、
そ

の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
同
郷
の
人

に
不
安
を
話
し
な
が
ら
、
日
本
人

と
意
思
疎
通
も
図
れ
る
、
多
文
化

共
生
の
場
と
し
ま
し
た
。

「
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
の
た
め
、

や
む
を
得
ず
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
が
、
対
面
で
し

か
得
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
の

で
、
今
後
、
よ
り
良
い
開
催
方
法

を
検
討
し
た
い
で
す
」と
謝
さ
ん
。

「
少
し
で
も
介
護
に
関
心
が
あ

る
外
国
人
に
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
ほ

し
い
。
日
本
の
介
護
現
場
で
の
経

か
ら
出
口
ま
で
の
、
日
中
産
学
の

一
貫
し
た
連
携
を
実
現
し
ま
し
た
。

介
護
現
場
の
問
題
、

不
安
を
解
消
し
た
い

助
成
事
業
で
は
、
①
外
国
人
介

護
人
材
の
日
本
語
能
力
と
ス
キ
ル

向
上
、
②
介
護
分
野
の
外
国
人
と

日
本
人
の
交
流
の
場
の
創
出
、
③

介
護
に
関
わ
る
外
国
人
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
創
出
と
い
う
3
つ
の
目
標

を
掲
げ
、
新
宿
区
で
働
く
在
日
外

国
人
向
け「
介
護
の
日
本
語
」教
室

を
実
施
し
ま
す
。

日
本
の
介
護
現
場
で
働
く
外
国

人
は
、「
日
本
人
特
有
の
慣
習
が

分
か
ら
な
い
」「
業
務
に
必
要
な
語

学
力
を
高
め
る
機
会
や
時
間
が
な

い
」
と
い
う
悩
み
を
抱
え
て
い
ま

す
。
謝
さ
ん
は
、
大
学
院
時
代
か

ら
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
、

日
本
語
教
育
の
プ
ロ
や
介
護
の
プ

ロ
を
招
い
て
日
本
語
教
室
を
企
画

し
ま
し
た
。
こ
の
講
座
は
、
単
に

日
本
語
を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
高

齢
者
と
の
接
し
方
、
日
本
人
上
司

へ
の
報
告
の
仕
方
な
ど
、
日
本
独

自
の
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
る
内

験
と
知
識
は
、
日
本
で
は
も
ち
ろ

ん
、
将
来
自
国
に
帰
っ
た
と
き
も

強
み
と
な
り
ま
す
」

日
本
の
人
材
不
足

解
消
に
も
貢
献

人
材
不
足
が
深
刻
な
日
本
。
せ

っ
か
く
日
本
に
来
て
く
れ
た
外
国

人
が
、
言
葉
や
文
化
が
壁
と
な
っ

て
働
け
な
い
の
は
残
念
な
こ
と
。

謝
さ
ん
の
活
動
に
よ
っ
て
一
人
で

も
多
く
の
外
国
人
が
日
本
社
会
に

溶
け
込
み
、
介
護
に
従
事
で
き
れ

ば
、
日
本
の
人
材
不
足
の
解
消
に

も
つ
な
が
り
、
本
人
に
と
っ
て
は

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
機
会
に
な
り
ま

す
。
お
互
い
が
ハ
ッ
ピ
ー
に
な
る

素
敵
な
試
み
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。 

（
２
０
２
１
年
11
月
取
材
）

理事長の謝さん。
在日歴９年で日本語も堪能。

GHHで助成事業を
担当する閆（えん）さん

上・左）「介護の日本語」教室では、介護の仕事の概要から現場で必要
な日本語まで、絵や図を交えながら説明していきます。

「介護の日本語」教室 介護人材交流会

内容 参加者の日本語・介護のレベルに合
わせて、オンラインで講座を行う

介護分野で働く・介護に興味がある
日本人、外国人との交流会を行う

日程 毎週木曜日
午後７時～午後９時

年度中全３回
（新型コロナの状況により未定）

開催
場所 オンライン オンライン

現
場
で
実
際
に
介
護
す
る
人
の
満
足
、

安
心
が
な
い
と
、
介
護
さ
れ
る
人
へ
の

ど
ん
な
施
策
も
絵
に
描
い
た
餅
に
な
っ

て
し
ま
う
と
、
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

（
Ｆ
．Ｙ
）

取
材
を
終
え
て

少しでも介護に興味の
ある在日外国人や
日本語学校の生徒さん、
ぜひこの講座を
活用してくださいね

在日外国人向け
「介護の日本語」教室は
今後も続けていきたい。
どこの国の方でも
参加できるので、
ぜひ参加してください

✿今年度の活動予定

（一社） Global Healthcare Hub
医療・介護・健康増進などヘルスケア業
界に関する国際間における知識普及、交
流、専門的教育及び研究の推進、人材育成、
国際間事業提携協力に関する活動を行い、
国際社会の健康や福祉増進に寄与するこ
とを目的とする一般社団法人

〒169-0051　新宿区西早稲田1-22-3
早稲田大学アントレプレナーシップセンター 10室

 03（4362）5526　  info@ghh.jp
 http://www.ghh.jp/

日
本
の
介
護
現
場
で
は
、
多
く
の
外
国
人
が
働
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

言
葉
や
文
化
の
違
い
に
よ
り
職
場
に
な
じ
め
な
い
な
ど
の
悩
み
も
。
そ

ん
な
外
国
人
を
支
援
す
る
、
一
般
社
団
法
人
グ
ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ハ

ブ（
以
下
、
Ｇ
Ｈ
Ｈ
）の
理
事
長
、
謝
継
香
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

介護施設を訪問し、現場に則した介護の日本語や日本式介護を学ぶ

‖令和３年度の助成事業‖在日外国人向け「介護の日本語」教室
‖団体名‖一般社団法人 Global Healthcare Hub‖助成額‖500,000円

【紹介事業】 03
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
立
上
げ
る
に
は
？

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
へ
の
道

特
定
非
営
利
活
動
に
指
定
さ
れ
て
い
る
20
分
野
に
含
ま
れ
て
い
る

必
要
が
あ
る
。

❶ 

活
動
内
容
・
活
動
分
野
を
決
め
る

趣
旨
に
賛
同
し
て
く
れ
る
人（
議
決
権
を
持
つ
正
会
員
）が
10
名
以

上
、
理
事
３
名
以
上
、
監
事
１
名
以
上
が
必
要
。

❷ 

メ
ン
バ
ー
を
集
め
る

①  

設
立
認
証
申
請
書

②  

定
款

③  

役
員
名
簿
及
び
役
員
の
う
ち
報
酬
を
受
け
る
者
の
名
簿

④  

各
役
員
の
就
任
承
諾
書
及
び
宣
誓
書
の
写
し

⑤  

役
員
の
住
所
又
は
居
所
を
証
す
る
書
面

⑥  

社
員
の
う
ち
10
人
以
上
の
者
の
名
簿

⑦  

確
認
書

⑧  

設
立
趣
旨
書

❸ 

必
要
な
書
類
を
揃
え
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
立
上
げ
る
に
は
、
何
か

ら
始
め
れ
ば
い
い
で
す
か
？

　

ま
ず
は
、
自
分
が
何
を
し
た
い
の
か

を
明
確
に
し
ま
し
ょ
う
。
誰
が（who

）、

何
の
た
め
に
（w

hy

）、
何
を
（w

hat

）、
い
つ

（w
hen

）、
誰
に
対
し
て
（w

hom

）、
ど
の
よ

う
に
（how

）、
い
く
ら
で
（how m

uch

）
す

る
の
か
、
な
る
べ
く
具
体
的
に
紙
に
書
き
出
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

　

次
に
、
そ
の
活
動
を
行
う
の
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
と
い
う
組
織
形
態
が
最
適
か
ど
う
か
も
見
極

め
ま
し
ょ
う
。
一
口
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
言
っ
て
も
法

人
格
を
持
た
な
い
任
意
団
体
か
ら
、
特
定
非
営

利
活
動
促
進
法
に
基
づ
き
法
人
格
を
取
得
し
た

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
さ
ら
に
一
定
の
基
準
を
満
た
し

所
轄
庁
の
認
定
を
受
け
た
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま

で
あ
り
ま
す
。
わ
ざ
わ
ざ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
立
上

げ
な
く
て
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
サ
ー
ク
ル
活
動

の
よ
う
な
任
意
団
体
で
い
い
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
あ
る
い
は
、
株
式
会
社
を
立
上
げ
た
ほ
う

が
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
は

何
か
、
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
よ
く

調
べ
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
と
合
っ
て
い
る

か
ど
う
か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
立
上
げ
る
に
は
ど
ん
な

手
続
き
が
必
要
な
の
で
す
か
？

　

任
意
団
体
な
ら
と
く
に
手
続
き
は
不

要
で
す
が
、
法
人
格
を
取
得
す
る
た
め

に
は
、
趣
旨
に
賛
同
し
て
く
れ
る
人
（
議
決
権

を
持
つ
正
会
員
）
が
10
名
以
上
、
役
員
と
し
て

理
事
が
３
名
以
上
、
監
事
１
名
以
上
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
必
要
書
類
を
作
成
し
、
所
轄
庁
に

提
出
し
て
認
証
を
受
け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。

　

さ
ら
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
立
上
げ
る
場
合
に

は
特
定
非
営
利
活
動
に
指
定
さ
れ
て
い
る
20
分

野
の
い
ず
れ
か
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
が
そ
の
中

に
含
ま
れ
て
い
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
立
上
げ
て
、
世
の
中
の
た
め
に
何
か

活
動
を
し
た
い
！　
だ
け
ど
何
か
ら
始
め
た
ら
い
い

か
わ
か
ら
な
い
。
そ
ん
な
あ
な
た
の
た
め
に
、
区
民

レ
ポ
ー
タ
ー
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
博
士
に
聞
い
て
み
ま
し
た
！

N
P
O
博
士

イラスト：川越純香

⑨  

設
立
に
つ
い
て
の
意
思
の
決
定
を
証
す
る
議
事
録
の
写
し

⑩  

設
立
当
初
の
事
業
年
度
及
び
翌
事
業
年
度
の
事
業
計
画
書

⑪  

設
立
当
初
の
事
業
年
度
及
び
翌
事
業
年
度
の
活
動
予
算
書

所
轄
庁
と
は
団
体
の
主
た
る
事
務
所
が
所
在
す
る
都
道
府
県
も
し

く
は
政
令
指
定
都
市
。
新
宿
区
内
に
主
た
る
事
務
所
が
存
在
す
る

団
体
で
あ
れ
ば
、
届
け
出
先
は
東
京
都
に
な
る
。

❹ 

所
轄
庁
に
届
け
出
る

提
出
書
類
の
審
査
が
あ
る
。提
出
書
類
の
一
部
は
一
般
公
開
さ
れ
、

市
民
の
目
か
ら
も
点
検
さ
れ
る
。
原
則
と
し
て
申
請
受
理
日
か
ら

３
カ
月
以
内
に
認
証
・
不
認
証
が
決
定
。

❺ 

審
査

毎
事
業
年
度
初
め
の
３
カ
月
以
内
に
、
前
事
業
年
度
の
事
業
報
告

書
、
計
算
書
類
及
び
役
員
名
簿
等
を
作
成
し
、
所
轄
庁
に
提
出
。

❼ 

活
動
・
事
業
報
告

法
人
設
立
の
認
証
後
２
週
間
以
内
に
、
法
務
局
で
設
立
の
登
記
を

行
う
。

❻ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
登
録
完
了

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
立
上
げ
る
の
に
お
金
っ

て
か
か
る
ん
で
す
か
？

　

自
分
で
手
続
き
を
す
る
な
ら
、
ほ
と

ん
ど
か
か
り
ま
せ
ん
。
必
要
な
の
は
次

の
４
つ
。

①
設
立
登
記
申
請
に
必
要
な
、
法
人
の
実
印
を

作
る
た
め
の
費
用
（
数
千
円
〜
）

②
役
所
に
提
出
す
る
役
員
の
住
民
票
の
取
り
寄

せ
手
数
料
（
1
通
３
０
０
円
程
度
）

③
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
後
、
法
人
設
立
届
や
銀
行

口
座
を
作
る
際
に
必
要
に
な
る
登
記
簿
謄
本

（
1
通
数
百
円
）

④
法
人
の
印
鑑
証
明
（
1
通
数
百
円
）

　

た
だ
し
、
設
立
申
請
に
必
要
な
書
類
の
作
成

を
、
自
分
で
で
き
な
い
か
ら
行
政
書
士
に
お
願

い
す
る
と
い
う
場
合
は
、
行
政
書
士
に
対
す
る

報
酬
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

ど
ん
な
書
類
が
必
要
な
の
で
す
か
？

　

上
記
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
へ
の
道
」

の
③
に
示
し
た
11
の
書
類
が
必
要
で
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
立
上
げ
る
ま
で
に
、
ど

の
く
ら
い
の
期
間
が
か
か
り
ま
す
か
？

　

一
例
で
す
が
、
設
立
申
請
の
書
類
作

成
＝
２
週
間
、
所
轄
庁
で
の
、
申
請
書

類
の
形
式
的
な
誤
り
の
有
無
の
確
認
と
、
誤
り

の
補
正
＝
1
週
間
、
所
轄
庁
で
の
審
査
期
間
＝

３
カ
月（
最
大
）、登
記
申
請
＝
１
週
間
と
し
て
、

お
お
よ
そ
４
カ
月
は
か
か
る
と
考
え
て
お
く
と

い
い
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
行
政
書
士
に
頼
ま
ず
に
一
人
で
書
類

を
作
成
す
る
と
な
る
と
、
も
っ
と
長
い
期
間
が

必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

任
意
団
体
で
は
な
く
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に

し
た
場
合
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

は
何
で
す
か
？

　

任
意
団
体
と
比
較
し
て
の
メ
リ
ッ
ト

は
、
法
人
名
で
契
約
な
ど
が
行
え
る
よ

う
に
な
り
、
①
仕
事
の
幅
が
広
が
る
、
②
社
会

的
信
用
が
高
ま
る
、
③
助
成
金
・
補
助
金
が
受

け
や
す
く
な
る
場
合
が
あ
る
な
ど
で
す
。
一
方

で
、
毎
年
会
計
や
事
業
報
告
を
所
轄
庁
に
提
出

し
一
般
公
開
す
る
義
務
が
生
じ
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
貢
献
活
動
を
行
う
の
が
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
で
あ
り
、
よ
い
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ

る
こ
と
も
メ
リ
ッ
ト
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　
い
か
が
で
し
た
か
？　
新
宿
区
で
は
新
宿
Ｎ

Ｐ
Ｏ
協
働
推
進
セ
ン
タ
ー
︵
＊
︶
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に

関
す
る
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
自
分
の

や
り
た
い
こ
と
を
明
確
に
し
、
そ
れ
に
合
っ
た

活
動
形
態
を
検
討
す
る
こ
と
で
必
要
な
手
続
き

も
決
ま
っ
て
き
ま
す
。

＊新宿区立新宿NPO協働推進センター　〒169-0075 新宿区高田馬場4-36-12　  03-5386-1315   03-5386-1318   hiroba@s-nponet.net   https://snponet.net
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〒
１
６
０
︱
８
４
８
４

新
宿
区
歌
舞
伎
町
一
丁
目
４
番
１
号

新
宿
区
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
管
理
係

新
宿
区
役
所
本
庁
舎
１
階
15
番

０
３（
５
２
７
３
）３
８
７
２

新
宿
区

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課

郵
送
先

電

話

窓

口

【
郵
送
の
場
合
】

　
「
協
働
推
進
基
金
寄
附
申
出
書
」※
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
区
か
ら
寄
附
金
の
納
付
書
が
返
送

さ
れ
ま
す
の
で
、
銀
行
や
郵
便
局
な
ど
金
融
機
関
か
ら
振
り

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
納
付
書
に
つ
い
て
い
る
領
収
書
を
お
受

け
取
り
く
だ
さ
い
。

【
直
接
持
参
い
た
だ
く
場
合
】

　
「
協
働
推
進
基
金
寄
附
申
出
書
」※
に
寄
附
金
を
添
え
て
、

新
宿
区
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
窓
口
は
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
課
」
ま
た
は
「
各
特
別
出
張
所
」
で
す
。

※「
協
働
推
進
基
金
寄
附
申
出
書
」の
入
手
方
法

▪�

本
冊
子
の
Ｐ
14
下
段
の
寄
附
申
出
書
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▪�「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
」や「
各
特
別
出
張
所
」の
窓
口
に
も

あ
り
ま
す
。

▪��

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
に
お
電
話
く
だ
さ
れ
ば
郵
送
し
ま
す
。

▪��

新
宿
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

　
（https://w

w
w
.city.shinjuku.lg.jp/

）

た
と
え
ば
家
庭
の
事
情
で

た
と
え
ば
家
庭
の
事
情
で

劇
な
ど
が
見
に
行
け
な
い

劇
な
ど
が
見
に
行
け
な
い

子
ど
も
の
た
め
に

子
ど
も
の
た
め
に

原
発
事
故
に
あ
っ
た

原
発
事
故
に
あ
っ
た

子
ど
も
達
に

子
ど
も
達
に

す
ご
い
ね
ー

い
っ
ぱ
い

あ
っ
て

び
っ
く
り
!!

ど
う
し
た
の
？

お
に
い
ち
ゃ
ん

こ
ん
な
に
他
人
を
助
け
よ
う
と

し
て
い
る
人
達
が
い
る
こ
と

ボ
ク
何
も
知
ら
な
か
っ
た

ち
ょ
っ
と
反
省

キ
イ
チ
く
ん

そ
の

気
持
ち
が

大
切
な
ん
だ
キ
フ
キ
フ

キ
フ
キ
フ

嬉
し
い
～

嬉
し
い
～

ね
え

キ
フ
キ
フ

ボ
ク
に
も

何
か
で
き
る
こ
と

な
い
か
な
？

い
ろ
い
ろ
な

方
法
が
あ
る
よ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

お
手
伝
い
し
た
り

イ
ベ
ン
ト
に

参
加
す
る
の
も

協
力
の
ひ
と
つ

今
月
の
お
こ
づ
か
い

あ
れ
と
こ
れ

ガ
マ
ン
す
れ
ば
…

誰
か
の
役
に

立
ち
た
い
っ
て

そ
の
気
持
ち
を

忘
れ
な
い
で
ね
！

ど
う
だ
っ
た
？

夢
中
で
や
っ
て
た
ね

ボ
ク
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
と

寄
附
に
つ
い
て

も
っ
と

知
り
た
くく

な
っ

ち
ゃ
っ
た
！

お
じ

さ
ん
！

Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
は

み
ん
な
の

優
し
い
気
持
ち
か
ら

集
ま
っ
た
お
金
が

支
え
て
い
る
ん
だ
よ

そ
う
だ
よ

応
援
し
た
い
活
動
が
あ
る
け
ど

直
接
参
加
が
で
き
な
い
、

そ
ん
な
と
き
も

寄
附
っ
て
形
な
ら

参
加
で
き
る
人
も

い
る
と
思
う
ん
だ

寄
附
っ
て

お
金
の
こ
と
？

外
国
人

外
国
人

親
子
が

親
子
が

困
っ
た
と
き

困
っ
た
と
き

相
談
で
き
る
場
所
を

相
談
で
き
る
場
所
を

用
意
し
た
り

用
意
し
た
り

海
外
の
ス
ト
リ
ー
ト
・

海
外
の
ス
ト
リ
ー
ト
・

チ
ル
ド
レ
ン
の

チ
ル
ド
レ
ン
の

写
真
展
を

写
真
展
を

開
い
て

開
い
て

理
解
を
呼
び
か
け
た
り

理
解
を
呼
び
か
け
た
り

す
る
団
体
も
あ
る

す
る
団
体
も
あ
る

癒
し
の
場
を

癒
し
の
場
を

提
供
す
る
団
体

提
供
す
る
団
体

観
劇
会
を
す
る
団
体

観
劇
会
を
す
る
団
体

う
ん

そ
れ
に
寄
附
も

Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
を
支
え
る

大
切
な
力
だ
よ

お問い
合わせ先

や
あ
、

い
ら
っ
し
ゃ
い

待
っ
て
た
よ

新
作
ゲ
ー
ムム

や
ら
せ
て

く
れ
る
ん

で
し
ょ
？？

も
ち
ろ
ん
！

お
じ
さ
ん

ぼ
く
は
キ
イ
チ
。

ゲ
ー
ム
大
好
き
な

小
学
生
。

Ｋ
Ｉ
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｆ
Ｕ 

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｙ

マ
ン
ガ
：
品
玉
ち
な
み

今
日
は
妹
の

フ
ー
コ
と
、

子
ど
も
向
け
の

ゲ
ー
ム
開
発
を
し
て
い
る

お
じ
さ
ん
の
事
務
所
に

遊
び
に
来
た
ん
だ
。

難
し
そ
う

だ
か
ら

帰
る
…

そ
う
言
わ
ず
に

や
っ
て
み
て
よ

だ
っ
て

ま
だ
子
ど
も
だ
か
ら

お
金
を
持
っ
て

い
な
い
し
…

ま
ず
は

知
る
こ
と
が

大
切
な
ん
だ
か
ら

い
い
ん
だ
よ

や
あ
み
ん
な

ぼ
く
は
キ
フ
キ
フ

ゴ
ー
グ
ル

つ
け
て
ね

３
Ｄ
で

体
験

で
き
る
よ

み
ん
な
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
っ
て

知
っ
て
る
？

地
域
の
み
ん
な
が
楽
し
く

暮
ら
せ
る
よ
う
に

い
ろ
ん
な

い
ろ
ん
な

社
会
問
題
に
つ
い
て

社
会
問
題
に
つ
い
て

み
ん
な
で
考
え
て

み
ん
な
で
考
え
て

こ
こ
は

こ
こ
は

そ
ん
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が

そ
ん
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が

た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
い
る

た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
い
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
国

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
国

助
け
合
っ
て

助
け
合
っ
て

暮
ら
し
て

暮
ら
し
て

い
る
ん
だ

い
る
ん
だ

え
ー
と
、
じ
ゃ
あ

か
な
？

う
ん

利
益
を
求
め
な
い
で

活
動
す
る
団
体
の
こ
と
だ
よ

こ
の
ゲ
ー
ム
の
案
内
人
だ
よ

       

フ
ー
コ

も
う
始
め
て
る

ま
て
ま
て

こ
れ 

ま
だ

試
作
だ
け
ど

Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
とと

寄
附
に
つ
い
てて

疑
似
体
験

し
な
が
ら

キ
ミ
た
ち
が
選
ん
だ
テ
ー
マ

キ
ミ
た
ち
が
選
ん
だ
テ
ー
マ

「
子
ど
も
」に
関
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は

「
子
ど
も
」に
関
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は

子
ど
も
達
の

子
ど
も
達
の

た
め
に

た
め
に

い
ろ
ん
な
活
動
を

い
ろ
ん
な
活
動
を

し
て
い
る
よ

し
て
い
る
よ

さ
あ
、
体
験
に

レ
ッ
ツ
ゴ
ー
!!

じ
ゃ
あ
こ
こ
は

ゲ
ー
ム
の
中
？

そ
う
だ
よ
！

学
べ
る

ゲ
ー
ム
な
ん
だ

え
っ
？　
学
べ
る
っ
て
…

…
…

お
じ
さ
ん

こ
ん
に
ち
は
！

キイチフーコ

や
あ

い
ら
っ
し
ゃ
い

寄
附
で
社
会
貢
献

「
社
会
貢
献
を
し
た
い
け
れ
ど
何
を
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
」

「
誰
か
の
た
め
に
活
動
し
た
い
け
ど
時
間
が
な
い
…
」。
そ
ん
な
方
は
、

新
宿
区
協
働
推
進
基
金
に
寄
附
を
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
応
援
し
ま
せ
ん
か
？

印刷

寄附を通じてNPOの活動を応援しませんか

協働推進基金 寄附申出書

協働・NPO

地域共生・区民活動

くらし
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編集人／石井栄子（いしぷろ）
協働事業紹介冊子編集講座受講生／
有馬弘純、木曽則子、高橋こずえ、武内紀子、伊達和歳、
中村亮子、野口慶子、藤井陽子、細谷豊明、柳忍
デザイン・DTP ／大野佳恵
表紙イラスト／矢部太郎　イラスト／品玉ちなみ

この印刷物は、業者委託により3,000部印刷製本しています。
その経費として、1部あたり50円（税別）がかかっています。た
だし編集時の人件費などは含んでいません。

印刷制作番号　2021–11–2601

「新宿区協働推進基金助成金制度」
およびこの冊子について、ご意見、ご感想など
がありましたらお気軽にご連絡ください。

この冊子に関するお問合せ先

新宿区地域振興部地域コミュニティ課管理係
TEL 03（5273）3872　FAX 03（3209）7455
URL https://www.city.shinjuku.lg.jp/

協
働
推
進
基
金
助
成
金
制
度
は
、
区
の
財
源
と
、
み
な

さ
ん
か
ら
の
寄
附
金
か
ら
な
る
新
宿
区
協
働
推
進
基
金

を
原
資
と
し
て
い
ま
す
。
社
会
貢
献
活
動
の
活
性
化
の

た
め
、
ぜ
ひ
寄
附
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　新宿区協働推進基金は、区民が享受するサービスを区民自
らの寄附金で実現するかたちとして、平成16年に設置され
ました。令和2年度は、寄附金785,000円を積立て、令和2
年度末残高は16,869,449円となっています。

寄
附
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

寄
附
を
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
の
ご
紹
介

大変、楽しい時間でした。文章を
書くのは好きだけど、プロの目で
チェックしていただくのは初めて。
わくわくドキドキで参加した講座で
す。実際に取材にたずさわること
で、世のため人のために、激アツ
な情熱を持った方々の存在を知り
ました。 貴重な経験でした。あり
がとうございました。 （こずりん）

今 回CWS Japanの 多 文 化 共
生社会の防災啓発活動を伺いま
した。 普段すごしている都会の
新宿ですが、困っている人を助
けようと手を伸ばして活動してい
る方々がいることがわかりました。
新宿の人間味のある温かい一面
を発見できました。 （N.K）

残暑厳しい折、町内の掲示板で
見つけた本講座。コロナ禍のた
め初のWEB開催とのこと。リア
ルで会えなくても親近感が湧き、
毎回、新鮮な気持ちで参加しま
した。多文化共生。新宿区なら
ではの在り方にも触れ、新たな
視野も広がりました。 （H.A）

真っすぐな思いには、それがどんな
に微かであっても、人の心を動かす
力がある。とてもみずみずしく、心
地よい衝撃でした。たとえ、パソコ
ンの中での出会いであっても。あり
がとうございました！ （中村亮子）

今回、助成金を受けた団体の取
材と記事の作成を担当させていた
だきました。NPO団体の活動の
お話を伺うのは初めてでしたが、
とても勉強になりました。高卒支
援、とても大事な事業だと思いま
すので、是非今後も頑張ってい
ただきたいです。 （武内紀子）

オンラインの編集会議だけで、
できる当冊子！！　時代はがらり
と変わりました。取材写真を
今回も撮らせていただいたので、
私は、リアルも多め。貴重な体
験をまたさせていただきました。
ありがとうございます。今年の
新宿ソダチは、新しい雰囲気に
なりました。 （野口けいこ）

地域を知り、日本語を学びなが
ら心 の距 離も繋ぎ支えあいた
い。 外国人人口最多の新宿区
から、コロナ禍の「共に生きる。」
を見守り、私もまた支えたいと思
いました。 （柳しのぶ）

話し手の想い、読者の興味、そし
て当然生まれる書き手の感情。こ
れらをインタビュー内容から、記事
を書く目的に合わせ、的確に取捨
選択。しかし、要点整理すらまま
ならず…。伝えると伝わるも全く別
ものだと、実感しました。 （F）

❖

※ 　この冊子は、「新宿区協働推進基金助成金制度」で採択された
事業について、区民からなる編集メンバーがわかりやすく紹介し
たものです。

※ 　新宿区を舞台とした人気漫画『大家さんと僕』（新潮社）の作者、
矢部太郎さんに表紙イラストを描いていただきました。大家さん
と芸人の矢部さんのほのぼのとした姿は、まさに多文化共生社会
の一コマ。「新宿ソダチ」の表紙で再会できて感激です。

コロナで制作状況も様変わりする
中、そのハンデすら跳ね返す、編
集人の皆さんの熱意が印象的でし
た。当冊子に登場する団体や作成
で関わった方々の、地域への熱意
に触れていると、新宿区の未来は
明るいと感じます。 （伊達和歳）

令和3年度（12月末日現在 1,043,000円）
寄附申出日 寄附者種別 寄附の金額 寄附者の名称（敬称略）

Ｒ3 12月21日 個人 1,000,000円 匿名

Ｒ3 12月18日 個人 13,000円 匿名

Ｒ3 5月  6日 個人 30,000円 福島 久男

令和2年度（785,000円）
寄附申出日 寄附者種別 寄附の金額 寄附者の名称（敬称略）

Ｒ2 12月21日 個人 500,000円 匿名

Ｒ2 12月19日 個人 50,000円 匿名

Ｒ2 9月29日 個人 100,000円 匿名

Ｒ2 8月12日 個人 5,000円 匿名

Ｒ2 4月23日 個人 30,000円 福島 久男

Ｒ2 4月  1日 個人 100,000円 匿名

協働推進基金寄附申出書
新宿区長あて 年　　 月　　 日

　私（当法人）は、協働推進基金の目的に賛同し、新宿区に対し下記のとおり寄附します。

記

１.　氏名（法人名・代表者氏名）

２.　住所　　　　 　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　連絡先 ☎　　　　　　　　　　

３.　寄附金額　金　　 　　　　　　　円　　　　　　　　　　　　　　

４.　希望する活動分野（活用先を希望される場合のみご記入ください。）
　活動の分野をご希望の方は、以下の活動分野に○を付けてください（複数記載可）。

保健・医療・福祉 災害救援 情報化社会
社会教育 地域安全 科学技術
まちづくり 人権擁護・平和 経済活動
観光 国際協力 職業能力開発・雇用機会拡充
文化・芸術 ･ スポーツ 男女共同参画 消費者の保護
環境 子どもの健全育成 市民活動支援

　お預かりした寄附金は、新宿区協働支援会議の協議を経て、新宿区が助成先及び金額を決定します。ご希望い
ただいた活用先につきましては、最大限尊重させていただきますが、必ずしも希望先に助成できるものではあり
ません。また、ご希望にそえなかった場合も、寄附金を返還することはできませんので、ご了承ください。

　ご寄附いただいたことについて、お名前と金額を広報紙等に掲載させていただくことがあります。
掲載することに同意くださる場合は、ご署名してください。

　氏名（法人名・代表者氏名）

ご協力ありがとう
ございました。



ボランティア情報をチェ
ック！　社会貢献に参加
することができます。

パソコン教室、体操など
気になるイベントを探して
参加することができます。

託児や家事サービス、育
児相談、介護、自立支援
など欲しいサービスを提
供しているNPOを探す
ことができます。

NPO活動を支援する助
成金や中間支援の情報を
紹介しています。

いろんな分野の団体とつ
ながることができます。

団体の活動やイベント情
報を紹介することがで
き、ネットを通じて多く
の方にPRができます。

新宿区地域振興部地域コミュニティ課管理係
 03（5273）3872［直通］　  03（3209）7455

検索新宿キラミラ お気軽に
お問合せ
ください！

令和３年
12月末日現在

登録団体数

131団体

http://shinjuku.genki365.net/

新宿区民の皆さん！ NPO団体の皆さん！
今日からキラミラネットを活用してみませんか？  便利なサービスをご紹介します。

キラミラネット

区民の方へ団体の方へ

おすすめおすすめ！！キラミラネット


